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はじめに

令和6年1月1月に電子帳簿保存法が本格的に始まり、「電子取引データの電
子保存」がすべての事業者を対象に義務化されることとなりました。

達人シリーズは、今年4月に、「電子帳簿保存法」に対応した達人Cube「データ
収集・配信」電帳法オプションをリリースしました。

本日の研修は達人Cube「データ収集・配信」電帳法オプションについて説明を
いたします。
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電子帳簿保存制度の概要
• 電子帳簿等保存制度とは、税法上保存等が必要な「帳簿」や「領収書･請求
書･決算書など（国税関係書類）」を、紙ではなく電子データで保存することに
関する制度をいい、３つの制度に区分されています。
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区分
電子帳簿保存
【希望者のみ】

自らが最初から一貫してパソコン等で作成している帳
簿や国税関係書類は、一定の要件を満たすことで電子
データのまま保存することができる。

スキャナ保存
【希望者のみ】

決算関係書類を除く国税関係書類（取引先から受領し
た紙の領収書・請求書等）は、その書類自体を保存す
る代わりに、スマホやスキャナで読み取った電子デー
タを保存することができる。

電子取引データ保存
【法人・個人事業者
は対応が必要です】

申告所得税及び法人税の保存義務者が注文書・契約
書・送り状・領収書・見積書・請求書などに相当する
電子データをやり取りした場合には、その電子データ
（電子取引データ）を保存しなければならない。令和6年1月1日より

対応が必要です

TACTiCS
財務で
対応済み



電帳法オプションの特徴（コンセプト）
 税理士事務所が契約することで、顧問先が利用できるクラウドサービス
顧問先が利用するためのアカウントは税理士事務所が払い出し、利用できる顧問先
数に制限はありません。

 電子取引データを「電子帳簿保存法」の要件に則って保存可能
データの修正履歴の保存・削除の制限や検索要件となる情報を付加して保存でき、
電帳法の要件に則った保存ができます。

 達人Cube「AI-OCR」の併用でさらに業務効率をアップ
検索要件となる取引先や取引日、取引金額の情報をデータから自動で読み取り、入
力の手間を大幅に省くことができます。

 電子取引データ以外の任意のファイルも自由に保存
税理士事務所と顧問先のファイル共有領域としてもご活用いただくことができます。

 信頼のデータセンターによる万全なセキュリティ
NTTデータが運営するデータセンターでお預かり。堅牢なセキュリティを確保したうえ
で安全かつ永続的に保管します。
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達人Cube電帳法オプションのイメージ図

税理士事務所

顧問先A社

顧問先B社

データセンター

①税理士事務所が、「電帳法オプション」の契約を行います。

②税理士事務所が、顧問先用のアカウントを発行します。

③顧問先が、電子取引データの保存を行います。

④税理士事務所は、顧問先が保存したファイルを確認できます。

※税理士事務所が事務所自身の電子取引データを保存することも、もちろんできます。
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②

③

③

④



達人Cube電帳法オプションのイメージ図
 「電子取引」フォルダ、「その他」フォルダの２フォルダが用意されています。

 「電子取引」フォルダは、電帳法の要件に沿った保存ができます。電子取引データは
「電子取引」フォルダ保存して下さい。

 「その他」フォルダは、電子取引データ以外の任意のデータが保存可能で、税理士事
務所と顧問先のファイル共有領域として活用できます。

 「電子取引」フォルダ、「その他」フォルダ内にフォルダを作成して、ファイルの管理が
可能です。

フォルダ作成のイメージ図
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作業の流れ

電帳法オプションの作業の流れは、以下の様になります。
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初期設定（顧問先登録）

電帳法オプションの利用を許可

アカウント発行・通知

ファイル保存・管理



1.初期設定 ①起動（ログイン）（税理士事務所）

税理士事務所が「電帳法オプション」を使用する場合、達人Cubeにログインしていれば、
１クリックで簡単にログインできます。

※初回起動時は「利用規
約」画面が表示されます。
「同意」をしてください。
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「電帳法オプション」を
契約すると、表示され
ます。

データ領域の使用状
況が確認できます。

①【達人Cube】⇒【電帳法オプション】をクリックして下さい。
⇒Edge等のWebブラウザが起動して、電帳法オプションにロ
グインできます。



終了（ログアウト）（税理士事務所）

- -9

●ログアウト
①【利用者名】⇒【ログアウト】の順にクリックして下さい。

②確認画面が表示されたら、
【はい】をクリックして下さい。

⇒ログアウトされます。



1.初期設定 ②顧問先の登録(1/3)
はじめに、電子取引データを保存する顧問先の情報を登録します。

手入力またはExcelファイルからのインポートで登録可能です。

【手入力】
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①【事業者情報の登録】ボタンをクリックして下さい。 ②【事業者の新規登録】ボタンをクリックして下さい。



1.初期設定 ②顧問先の登録(2/3)
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③必要な情報を入力し、【登録】ボタンをクリックして下さい。

• 「事業者コード」「事業者名」「決
算日」は入力必須項目です。

• 事業者コードは顧問先ごとに決め
たコード番号を入力して下さい。

• 事業者名（フリガナ）は、「事業
者名」入力時に自動設定されま
す。

• 主担当者を設定すると、主担当
者をキーにして事業者を検索可
能です。

スクロール

次ページに続きます。



1.初期設定 ②顧問先の登録(3/3)
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事業者アカウントの発行、URL通知
を行った時に、顧問先に通知される
メールを税理士事務所側で控えとし
て受け取りたい場合は、事務所側
のメールアドレスを登録して下さい。

⇒事業者情報が登録されます。

必要に応じてアクセス権を設定
して下さい。
初期値はアクセス権なし（すべ
てアクセス許可）になっていま
す。



顧問先の登録（Excelファイルからのインポート）
顧問先の登録は、Excel形式またはCSV形式のファイルから一括でインポートすることも
できます。
（事業者コード、事業者名とフリガナ、法人個人区分、決算日がインポートされます。）

【顧問先情報を入力するExcelファイルをエクスポートして、顧問先情報をイン
ポートする手順】

①「事業者情報」画面で、【エクスポート】をクリックして下さい。
②ファイルの形式（Excel）を選択し、【エクスポート】をクリックして下さい。
⇒登録済みの事業者情報が記載されたExcelファイルがエクスポートされます。

③ エクスポートしたExcelファイルを開き、顧問先の情報を追加、修正して下さい。

④「事業者情報」画面で、【インポート】をクリックして下さい。
⑤インポートするファイルを画面にドロップし、【インポート】をクリックして下さい。
⇒Excelファイルに入力した顧問先の情報が登録されます。
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【エクスポートしたExcelファイル】
インポートした場合、管理者と
インポートした利用者のみアク
セス許可になっています。
他の利用者も利用する場合は、
インポート後にアクセス権を編
集して下さい。



2.電帳法オプションの利用を許可
顧問先に対して電帳法オプションの利用を許可する設定を行います。

※この設定を行わないと、顧問先は電帳法オプションにログインできません。
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①「事業者情報」画面でアカウントを発行する事業
者の【設定】をクリックして下さい。

②【許可】を選択して、【確定】ボタンをクリックして下さい。



3.アカウント発行・通知 ①顧問先用アカウントの発行と通知(1/3)

顧問先がログイン時に使用する「事業者ID」と「パスワード」を発行します。発行した「事
業者ID」と「パスワード」は、発行と同時に顧問先に電子メールで通知されます。

顧問先で電帳法オプションを利用する担当者が複数名いる場合、顧問先用のアカウント
を担当者ごとに発行することができます。その際は②～⑤の操作を繰り返して下さい。
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③「利用者名」「メールアドレス」を入力し、
【アカウント発行】ボタンをクリックして下さい。

顧問先の情報を
入力して下さい。

①「事業者情報」画面でアカウントを発行する事業
者の【アカウント管理】をクリックして下さい。

②【事業者アカウントの発行】
ボタンをクリックして下さい。



3.アカウント発行・通知 ①顧問先用アカウントの発行と通知(2/3)
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④設定を行い、【確定】ボタンをクリックして下さい。

宛先：事業者アカウントを通知する宛先
を選択して下さい。事業者と税理士事務
所の両方に通知する場合は、「事業者」
を選択して下さい。
利用サービス：顧問先が利用するサービ
スにチェックをつけて下さい。

「宛先」「件名」「本文」
は編集可能です。

チェックをつけると、「事業者からの通知先
情報」に登録した税理士事務所側のメー
ルアドレス宛に同じメールが届きます。
※前画面で「事業者」を選択すると、表
示されます。

⑤設定を行い、【通知する】ボタンをクリックし
て下さい。



3.アカウント発行・通知 ①顧問先用アカウントの発行と通知(3/3)
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⇒指定したメールアドレス宛に「事業者ID」「パスワード」「電
帳法オプションのURL」が記載されたメールが届きます。

顧問先へのメール

「事業者ID」と
「パスワード」

「電帳法オプション
のURL」

XXXXXXXX
XXXXXXXX



ここからは顧問先の操作
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3.アカウント発行・通知 ③起動（ログイン）（顧問先）(1/2)

アカウント発行・通知を行うと、顧問先にはメールが届きます。このメールから電帳法オプ
ションを起動します。
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顧問先に届いたメール

「事業者ID」「パスワード」「電帳法オプションのURL」が記載されています。

「事業者ID」と「パスワード」
次ページのログイン画面で使
用します。

件名は、「「データ収集・配信」 ログイ
ン情報のお知らせ」になっています。

XXXXXXXX
XXXXXXXX

①「電帳法オプションのURL」
をクリックして下さい。



3.アカウント発行・通知 ③起動（ログイン）（顧問先）(2/2)

- -20

※初回起動時は「利用規約」画面と「パスワー
ド変更」が表示されます。利用規約への同
意とパスワード変更をしてして下さい。

⇒変更後のパスワードは必ずメモして下さい。
②メールに記載された「事業者ID」「パスワード」を
入力し、【ログイン】をクリックして下さい。

⇒電帳法オプションにログインできます。

⇒電帳法オプションのログイン画面が表示されます。

⇒ファイル一覧画面が表示されます。

この画面をブラウザのお気に入りに登録すると、
次回からログインが簡単にできるようになります。



終了（ログアウト）（顧問先）
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●ログアウト
①【利用者名】⇒【ログアウト】の順にクリックして下さい。

②確認画面が表示されたら、【はい】を
クリックして下さい。

⇒ログアウトされます。



起動（ログイン）（顧問先）のエラー

●顧問先でログイン時に、エラーが表示された場合の対応方法
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原因：事業者IDまたはパスワードが違う場合に表示
されます。

対応：事業者ID、パスワードの入力内容を確認し
て下さい。

原因：電帳法オプションの利用が許可されていない
時に表示されます。

対応：電帳法オプションの利用を許可して下さい。
（P14参照）

エラー内容を確認し、下記の
対応を行って下さい。
エラー内容を確認し、下記の
対応を行って下さい。

例１：エラー内容
「ログイン情報が正しくありません。
入力内容を確認してください。」

例２：エラー内容
「ライセンスが不正です。
税理士事務所に状況を確認してください。」



Ｑ＆Ａ

Q：顧問先で変更したパスワードがわからなくなり、顧問先でログインできなくなりました。
どうしたらよいでしょうか？

Ａ：税理士事務所でパスワードの再発行をすることができます。パスワードの再発行をす
ると、顧問先にメールで再発行されたパスワードが通知されます。
再発行されたパスワードでログインして、パスワードの変更を行い、変更後のパスワー
ドは必ずメモして下さい。
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4.ファイル保存・管理
ファイルの保存・管理は、「ファイル一覧」画面から行います。
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「電子取引・スキャナ
保存」「その他」「ごみ
箱」のフォルダの切替が
できます。

現在の場所が表示
されます。

ファイルの追加、フォル
ダの作成ができます。

上の階層に戻るには、
場所の表示で上の階
層をクリックして下さい。

ファイルまたはフォルダをダブルク
リックすると、ファイルまたはフォルダ
の中身が表示されます。

「・・・」にカーソルを合わせると、
各種処理を行うことができます。



税理士事務所ログイン後画面(1/2)
税理士事務所のIDでログインすると、メイン画面が表示されます。税理士事務所でファイ
ル一覧画面を出すには、以下の手順を行って下さい。

- -25

①【ファイルの管理】ボタンをクリックして下さい。
⇒登録済みの事業者の一覧が表示されます。

②処理する顧問先の【ファイルの確認】ボタンをクリッ
クして下さい。



税理士事務所ログイン後画面(2/2)
⇒ファイル一覧画面が表示されます。
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顧問先のIDでログイン
した場合、はじめにこの
画面が表示されます。



4.ファイル保存・管理
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4.ファイル保存・管理 ①電子取引データの保存(1/2)
「電子取引」フォルダには、電子取引データのファイルを保存します。
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①「電子取引」になっていることを確認し、【ファイルの
新規保存】 ボタンをクリックして下さい。

②保存するファイルを選択し、【開く】をクリックして下
さい。

⇒「アップロード確認」画面が表示されます。

③保存するファイルにチェックがついていることを
確認し、【はい】をクリックして下さい。

複数ファイルが選択可能です。

AI-OCRの契約をしている場
合、画面が変わります。
P29参照。



4.ファイル保存・管理 ①電子取引データの保存(2/2)

- -29

④「ファイル登録完了」画面が表示されたら、【OK】をクリックして下さい。

⇒電子取引データのファイルが保存されます。
電子取引データは「ファイル」、「取引情報」、
「プロパティ」がセットで保存されます。

取引情報
「取引年月日」、「取引
先」、「取引金額」の3
項目があります。検索
機能を確保するため、
入力が必要です。

ファイル

取引情報を入力せずファイルを
保存する時は、【後で登録】を
クリックして下さい。

⑤「取引情報等の登録」画面が表示されたら、取引情報等を入力
して、【登録】をクリックして下さい。

プロパティ
必要に応じて入
力して下さい。



AI-OCRを利用した読み取り
AI-OCRを契約している場合、保存するファイルから取引情報（取引年月日、取引先、取
引金額）を読み取りして自動設定することができます。税理士事務所がAI-OCRを契約
していれば、顧問先も利用可能です。
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取引情報等
AI-OCRで読み取りされた内
容が設定されます。確認し、
適宜修正して下さい。

AI-OCRで読み取りをする書類の種類
を選択して下さい。「対象外」を選択す
ると、AI-OCRの読取は行いません。

AI-OCRの読み取り設定をファ
イルごとに行うか、一括で行うか
の設定です。「個別設定」を選
択した場合、ファイルごとに書類
の種類が選択可能。

AI-OCRの契約をしている場合の画面。この
画面でAI-OCRの設定を行って下さい。



取引情報について
取引情報は、「取引年月日」、「取引金額」、「取引先」での検索を可能にするため、入力
が必要です。

取引情報を入力せず【後で登録】にした場合、ファイル名称に マークがつきます。【後
で登録】にした場合、忘れずに取引情報を登録して下さい。
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取引情報が設定さ
れていないデータ

をクリックすると、取引情報が設定され
ていない電子取引データが検索可能です。



4.ファイル保存・管理 ②その他のファイル保存
「その他」フォルダには、自由にファイルを保存できます。
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①「その他」になっていることを確認し、【ファイルの新
規保存】 ボタンをクリックして下さい。

②保存するファイルを選択し、【開く】をクリックして下
さい。

⇒「アップロード確認」画面が表示されます。

③保存するファイルにチェックがついていることを確認
し、 【はい】をクリックして下さい。

⇒その他のファイルが保存されます。

複数ファイルが選択可能です。



4.ファイル保存・管理 ③フォルダの作成
「電子取引」、「その他」共に、自由にフォルダを作成することができます。フォルダ毎にア
クセス権を設定することもできます。
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①「電子取引」または「その他」を選択し、【フォルダ
の作成】 ボタンをクリックして下さい。

⇒フォルダが作成されます。

②フォルダ名を入力、必要に応じてアクセス権を
設定し、【確定】をクリックして下さい。



4.ファイル保存・管理 ④電子取引データの改訂(1/3)

電子帳簿保存法の要件で、保存している電子取引データを変更した場合は訂正内容等
を履歴として記録しておく必要があるため、ファイルや取引情報を変更した場合、履歴とし
て前データを保持しています。

当該履歴は確認することも可能です。
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①変更するファイルの右側の【・・・】⇒【開く】の順にクリックして下さい。
または、ファイルをダブルクリックして下さい。



4.ファイル保存・管理 ④電子取引データの改訂(2/3)
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⇒「ファイル詳細」画面が表示されます。
②【改訂】ボタンをクリックして下さい。

「プロパティ」は【編集】
から変更できます。

⇒「ファイル・取引情報の改訂」画面が表示されます。
③【ファイルの改訂】をクリックして下さい。 ④保存するファイルを選択し、【開く】

をクリックして下さい。



4.ファイル保存・管理 ④電子取引データの改訂(3/3)
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⇒「ファイル・取引情報の改訂」画面に戻ります。
⑤「改訂理由」を記入して、【確定】をクリックして下さい。

「改訂理由」を入
力して下さい。

「取引情報」が変
更できます。

⇒電子取引データが改訂されます。

版の切替えで、各版の
内容が確認可能。

「改訂履歴」が表
示されます。



4.ファイル保存・管理 ⑤ファイルの移動
ファイルまたはフォルダを別のフォルダに移動することができます。

※「電子取引」フォルダと「その他」フォルダ間での移動はできません。
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①移動するファイルの右側の【・・・】⇒【移動】の順にクリックして下さい。
⇒「移動」画面が表示されます。

②移動するファイルの右側の【選択】をクリックして下さい。
⇒「フォルダ一覧」画面が表示されます。

③移動するフォルダを選択し【確定】
をクリックして下さい。

⇒「移動」画面に戻ります。

④【確定】をクリックして下さい。

⇒ファイルが指定した場所に移動します。

フォルダも同様の手順
で移動が可能です。



4.ファイル保存・管理 ⑥ファイルの検索
（1）ファイル検索

キーワードを入力し、検索をすることができます。「名称」「書類ID」「備考」「保存者」
「保存日時」の文字列を検索します。
電子取引データの場合「書類種別」「取引年月日」「取引先」「取引金額」の文字列も検
索対象になります。
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①検索対象を選択して下さい。
②「検索キーワード」に検索する文字列を入力し、キーボードの【Enter】を押下して下さい。

をクリックすると、検索が解
除されます。

⇒検索条件に合致したファイルが表示されます。

① ②



4.ファイル保存・管理 ⑥ファイルの検索
（2）電子取引データの詳細検索

「電子取引」フォルダは複数の検索条件を指定して、検索することが可能です。
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①「電子取引」になっていることを確認し、【検索条件指定】 ボタンをクリックして下さい。
⇒「絞り込み条件」画面が表示されます。

②検索対象のフォルダを選択、検索条件を設
定し、【検索】ボタンをクリックして下さい。

をクリックすると、検索が解除されます。

⇒検索条件に合致したファイルが表示されます。



4.ファイル保存・管理 ⑦並び替え
 各タイトル文字をクリックすると、該当項目で並び替えすることができます。
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例）「名称」をクリックすると、名称の昇順に並びます。
（名称の右側に「▲」が表示されます）
もう一度「名称」をクリックすると、名称の降順に並びます。
（名称の右側に「▼」が表示されます）



4.ファイル保存・管理 ⑦並び替え
 ファイルを時系列で並べ替えすることができます。
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①【時系列表示】 ボタンをクリックして下さい。
⇒ファイルが時系列の並び順で表示されます。

【フォルダ内表示】 ボタンを
クリックすると、ファイル、フォルダ
の一覧表示に戻ります。

保存された日時により、「今日」「今週」（今日は含
めず）「今月（今週は含めず）」「先月」「2か月以
上前」の分類にわけて表示されます。



5.その他 ①ファイルの削除
（1）電子取引データの削除

電子帳簿保存法の要件で、保存している電子取引データを削除する場合は削除履歴とし
て記録しておく必要があるため、「電子取引」フォルダのファイルは完全に削除することは
できません。そのため、削除したい電子取引データは、「ごみ箱」フォルダに移動します。
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①「電子取引」になっていることを確認し、削除するファイルの右側の
【・・・】⇒【ごみ箱に移動】の順にクリックして下さい。

⇒「ごみ箱に移動」画面が表示されます。

②【はい】をクリックして下さい。

⇒ファイルが削除（ごみ箱に移動）します。

複数のファイルをまとめて
削除する場合

削除するファイルにチェックをつけ
て、【一括処理】⇒【ごみ箱に移
動】の順にクリックして下さい。

フォルダも同様の手順
で削除が可能です。



5.その他 ①ファイルの削除
（2）その他のファイル削除

「その他」フォルダのファイルは完全削除が可能です。

- -43

①「その他」になっていることを確認し、削除するファイルの右側の
【・・・】⇒【ごみ箱に移動】の順にクリックして下さい。

⇒「ごみ箱に移動」画面が表示されます。

②【はい】をクリックして下さい。

⇒ファイルが完全に削除またはごみ箱に移動します。

チェックをつけると完全に削除、
チェックをつけないとごみ箱に
移動します。

複数のファイルをまとめて
削除する場合

削除するファイルにチェックをつけ
て、【一括処理】⇒【ごみ箱に移
動】の順にクリックして下さい。

フォルダも同様の手順
で削除が可能です。



5.その他 ②ごみ箱

• 「ごみ箱」に移動したファイルまたはフォルダは、元の場所に戻すことが可能です。

• 元の場所が「その他」フォルダのファイルまたはフォルダは、完全削除が可能です。完
全削除したファイルまたはフォルダは元に戻すことはできません。

• 元の場所が「電子取引」フォルダのファイルまたはフォルダは、完全削除できません。

• 「ごみ箱」フォルダ内に移動したファイルまたはフォルダは、開くことができません。内容
を確認する場合は、元のフォルダに戻して確認して下さい。
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5.その他 ②ごみ箱
 「ごみ箱」に移動したファイルまたはフォルダは、元の場所に戻すことができます。
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①【ごみ箱】をクリックし、「電子取引」または「その他」を選択して下さい。
②元に戻したいファイルまたはフォルダにチェックをつけて、【元に戻す】をクリック
して下さい。

⇒「確認」画面が表示されます。

③【はい】をクリックして下さい。

⇒選択したファイルまたはフォルダが
元の場所に戻ります。

①

②

削除前の保存場所
を選択します。



5.その他 ②ごみ箱
 元の場所が「その他」フォルダのファイルまたはフォルダは、完全削除することができま
す。

完全削除したファイルまたはフォルダは元に戻すことはできません。
元の場所が「電子取引」フォルダのファイルまたはフォルダは完全削除できません。
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①【ごみ箱】をクリックし、「その他」を選択して下さい。
②完全削除したいファイルまたはフォルダにチェックをつけて、【完全に削除】を
クリックして下さい。

⇒「確認」画面が表示されます。

③【はい】をクリックして下さい。

⇒選択したファイルまたはフォルダが
完全削除されます。

①
②



5.その他 ③ファイルのダウンロード
「電子取引」、「その他」共に、ファイルをダウンロードすることができます。
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①ダウンロードするファイルまたはフォルダの右側の【・・・】⇒【ダウンロー
ド】の順にクリックして下さい。

【ファイルを開く】をクリックする
と、ダウンロードされたファイル
を開くことができます。

をクリックすると、ダウン
ロードフォルダが表示されます。

⇒ファイルまたはフォルダがダウンロードされ、画面の右上に
「ダウンロード」が表示されます。

複数のファイルをまとめて
ダウンロードする場合

ダウンロードするファイルにチェック
をつけて、【一括処理】⇒【ダウン
ロード】の順にクリックして下さい。

⇒複数ファイル選択時は圧縮
ファイルでダウンロードされます。



5.その他 ④改訂履歴のエクスポート
電子取引データの改訂履歴は、csv形式のファイルに出力することができます。
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①電子取引になっていることを確認し、【改訂履
歴のエクスポート】をクリックして下さい。

②【はい】をクリックして下さい。

⇒改訂履歴がダウンロードされ、画面の右
上に「ダウンロード」が表示されます。

【ファイルを開く】をクリックすると、
改訂履歴を開くことができます。

をクリックすると、
ダウンロードフォルダ
が表示されます。

改訂履歴のエクスポートは、税理士事務所のみできる
操作です。
顧問先は、ファイルごとに改訂履歴が確認可能です。

【ファイルごとに改訂履歴を確認する方法】
①「ファイル一覧」画面で、ファイルをダブルクリックして下
さい。
⇒ファイルが開き、改訂履歴を確認することができます。

版の切替えで、各版
の内容が確認可能。

「改訂履歴」が
確認可能。



6.価格
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ソフト名 ソフト使用料
（月額・税抜き）

データ収集・配信（25GB毎に） 4,750円

電帳法オプション 2,850円

保存容量：25GB
（参考になるかわかりませんが、モノクロ元帳1ページをスキャンすると 35KB程度です。法人税
申告書別表1の様式が800KBです。元帳で単純計算すると71万4千㌻分です。）

※AI-OCR（読取項目数7,500項目毎に）7,125円
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